
報 止と
仁コ

日本語による
近代ギリシャ文学・語学文献目録 (5)

佐藤 りえこ・橘孝司

井浦伊知郎

(J 995) r現代ギリシア語とアルパニア語の前置詞に関する一考察(2) J 

『プロピレア~ 7， pp. 97. 

石岡精三

(1996a) r現代ギリシャ語における Focalization-Wh-MovementとLD(RD)との

関連からーその lJ 長岡技術科学大学『言語・人文科学論集~ 10，3ト56.

(J 996b) r現代ギリシャ語における Focalization-Wh-MovementとLD(RD)との

関連からーその 2J 長岡技術科学大学『言語・人文科学論集~ 10，57-82. 

伊藤照夫

(J 995) r wツァツォス=セフエリス論争』について ーセフエリス『アシネー

の王』との関連からJ Wプロピレア~ 7， pp. 11-23. 

浮 田三郎

(1995a) r現代ギリシア語の教育に関する諺J Wプロピレア~ 7， pp. 39-48. 

(1995b) r日本語と現代ギリシア語の教育に関する諺対照研究」

『プロピレア~ 7， pp. 98. 

梅本順子

( 1996)訳:ヤニス・リッツォス「秋の務め」

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 109-110. 

。i.PlTσoヲ， φBllJOTTOplllOXPぜ05'. 作家紹介を含む.
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捜片道枝

(1996)訳:アレッサンドラ・パパドプールー「おばあちゃん」

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 98-10 1. 

+A.OαTTa80πo仙ou，H yWyla. 作家紹介を含む.

川村二郎

( 1980)訳:イオルゴス・セフェリス「アルゴ号の人々Jr今われらの目の前を.J 

『世界の名詩』北欧東欧編(小海永二編)pp. 305-306，大和書房.

小林節子

(1996)訳:コンスタンティーノス・カヴァフィース「イサキ」

『エーゲ海学会誌~ lO， pp.105-107 

。K.Kasa<TllS'， IBaKT]・作家紹介を含む.

佐藤りえこ

(1995) rパバディアマンディスの木のイメージ 『高貴なる樫の木の下で』を

素材にして一J Wプロピレア~ 8， pp. 24-38. 

( 1996a) ヨルゴス・セフェリス作『パントゥム 浜辺のひと夜 ~ J 

『エポスJl16， pp.51-62. +nφpyoヲエ吋印ηヲ， OANTOi・M.訳・解説を含む.

(1996b) rシングルウ通り J Wエーゲ海学会誌~ 10， pp. 52-53. 

。セフェりス「シングルウ通り、 1930年」部分訳を含む.

篠田ー士

(1957) W世界の子ども~ 11、南ヨーロッパ篇(秋田雨雀監修)pp. 181-206，平

凡社 。ギリシャの子どもの作文 19編を所収.

鈴 木敦也

(1985)訳:ヤンニス・クツォヘラス「ヒロシマ」私家版 +YannisCoutsoheras， 

Hiroshima. JAPAN TTh伍S(1984年 5月 23日)に関連記事.

( 1996)訳:イヨルゴス・セオトカス『アルゴー・魔人』

講談社出版サービスセンター・ nφpyoヲθEOTOKaヲ.AρyρKatTOL1atμOVIO. 

著作一覧、英語版翻訳者のノート、詩人コスチス・パラマスによる読後

感を含む.
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橘孝司

(1996) Iギリシャ語における空間詞と文法化・格推移」

『ニダパ~ 25， pp. 67-74. 

長 栄 一

(1996) I追悼、エーゲ海の詩人、 O.エリティスJWエーゲ海学会誌~ 10， pp.55-56. 

・エリティス「エーゲ海 IIIJ部分訳を含む.

長嶋善郎

(1995-6) I現代ギリシャ語のく太・厚・広>を表す形容詞についてのノート」

『言語学林~ pp. 67-74‘三省堂.

中井久 夫

( 1996a)訳:リッツォス「敗北の後J W象形文字~ 84， 8-9. 

(1996b)訳:リッツォス『反復』より(Iそれらを語ることJ I新しい踊り J Iア

ルゴ船の没落J Iペネロペの絶望J) W象形文字~ 85，2-5. 

納戸セキコ

(1996)訳:民話「四個のたまご」

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 102-104. + T' auya. 

芳賀重徳

(1996)訳 Wアレクサンデル大王の誕生と勝手1]/ナポリの主席司祭レオ』

近代文華社 ・ビザンツ版「アレクサンドロス物語」の解説を含む.

東 千 尋

(1996)訳:ヤニス・リッツォス「廃嘘の教会J

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 108. +r. PlTσoヲ，EPTJI11K1I EKKAησla. 

福田千津子

(1995) I現代ギリシャの諺J W世界ことわざ大事典』大修館書庖(柴田武、谷

川俊太郎、矢川澄子編)
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(1996a) 1現代ギリシャ語J W外国語がわかる~ (やわらかアカデミズム「学問

がわかる」シリーズ)pp.52-53，朝日新聞社.

(1996b) W集英社世界文学大事典』第 l巻、集英社 .1ヴァラオリティス」

「ヴェネジスJ 1ヴルガリスJ 1ヴレタコスJ 1エフタリオティスJ 1エ

リティスエンビリコスJ 1カスタナキスカラガーツィスJ 1カ

ルヴォスカルカヴィツァスクセノプロス」の項.

(1997) W集英社世界文学大事典』第 2巻、集英社・「コライスJ 1シケリア

ノスセオトカスJ 1セフェリスJ 1ソロモス」の項.

三浦正道

(1996) Wオリーブの木 パラマス詩抄』舷燈社 +1オリーブの木J 1ニケ」

「約束の指輪やさしくおだやかな二つの小さな眼どこであった

かぼくは見つけたJ r欲しかった水J rゆるぎなき大地J r冬の夜明け」

「妻にJ rオリンピック賛歌J r窓に向かいあうJ rただひとり J rパ

トラスJ rミソロンギJ rアテネギリシャ出現神々の死」

「帰宅J 1洪水J 1気まぐれと本心J 1農民の家J 1ジプシーの娘J 1提

琴奏者パタリア頒J 1一つの生活J 1花嫁J 1苦悩J 1アナトリアJ 1犬

とジャッカルと鶏鬼火J 1ポプラの木 パ ラ よJ 1ぼくの内部に

口をあけたJ 1生まれざる歌のかずかずジャスミンの花J 1かわい

いアテネ娘J 1二つの眼J 1喜びにあふれる美しい新月J 1それはJ 1糸

杉」パラマス略年譜、アンゲロス・シケリアノス「パラマス」、参考文

献を含む。 KωσT前 Hα入αμas，Av60入oy[α.

森安達也

(1996b/97) W集英社世界文学大事典』第 l巻、集英社 .1カヴァフィスJ 1カ

ザンザキス」の項.

山形治江

(1996) 1現代ギリシャにおける古代劇上演小史」

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 35-48. 

山口喜雄

(1996)訳 :A・パバディアマンディス「キリストのパン・父の居ない家」
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『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 90-97. 

4・A.rrαπα8Lα凶ν8T]S'，X;ρtσTOψoμ0，nanipaσァoσTTiTI. 作家紹介を含む.

吉田行雄

(J 996) rギリシアさまさやまJ ~エーゲ海学会誌~ 1O， pp.67-75. 
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